職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	資産運用会社・証券会社にて、投資信託領域（運用・商品企画・販売企画・ミドルバック等）に関連する業務に従事。
投資判断・市場分析・プロダクト設計・販売会社向け対応・運用管理・ディスクロージャー対応など、投信ビジネス全体のプロセスを理解。
成果の可視化・課題解決・関係部門との調整に強みをもち、複数領域で再現性の高い成果を創出してきた。



■　職務経歴
勤務先名：○○アセットマネジメント株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
◆事業内容：投資信託の設定・運用・商品開発および関連業務 
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	業務内容

	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：運用部　　　　　　　　　

	
	職位：ファンドマネージャー／アナリスト
【担当職務】　
· マルチアセット／債券／株式ファンドの運用・モニタリング
· トップダウン／ボトムアップ分析
· 外部委託先マネジャーとの協議・運用方針調整
· パフォーマンス要因分析・市場コメント作成
· 顧客・販売会社向けレポーティング
（成果例）
· 残高××億円のファンドにおいて、ベンチマーク対比＋××bpの超過収益
· 顧客向け説明資料の改善により、販売会社での採用が××件増加
· 外部運用会社との協働によるプロダクト改善を主導





■　保有資格・スキル
•  証券アナリスト（CMA）／FP／証券外務員 
•  英語（資料読解・海外運用会社との会議対応レベル） 
•  投信・年金に関する実務知識 
•  Excel、PowerPoint、データ分析スキル 
•  コミュニケーション・調整力、プロジェクト推進力
■　自己PR
投資信託領域において、運用・商品企画・営業・ミドルバックなど複数領域と横断的に関わる業務に従事してきました。特に、成果を数字で示すだけでなく、課題の本質を捉えてプロセスや仕組みを改善する取り組みに強みがあります。
例えば、運用商品の開示資料や運用プロセスの見直しを主導し、業務効率化・説明力向上・販売会社での採用増につながる成果を上げてきました。また、外部運用会社・信託銀行・販売会社など関係者が多い投信ビジネスにおいて、立場の異なるステークホルダーの意見をまとめ、プロジェクトを前に進める調整力にも自信があります。
今後は、これまで培った分析力・改善力・調整力を活かし、貴社における投信ビジネスの高度化とプロダクト価値向上に貢献したいと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
